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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年3月14日(2013.3.14)

【公開番号】特開2012-16570(P2012-16570A)
【公開日】平成24年1月26日(2012.1.26)
【年通号数】公開・登録公報2012-004
【出願番号】特願2011-19917(P2011-19917)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｊ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｊ   3/00    ３１４Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月29日(2013.1.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薬液が種類別に収容される複数の薬瓶が配置される薬液供給部と、
　前記薬液供給部の薬瓶から薬液を吸引して、患者用容器に分注するノズルを有する分注
部と、
　サイズの異なる患者用容器別に収容可能な薬液の収容量を記憶する記憶手段と、
　処方データから、ある薬液の処方量を抽出し、前記記憶手段に記憶した容量から適切な
サイズの患者用容器を選択する容器選択手段と、
を備え、
　前記容器選択手段は、前記処方量が、前記記憶手段に記憶した最大サイズの患者用容器
の収容量を超える場合、処方量を分割して分割処方量を算出し、算出された分割処方量に
基づいて収容可能な適正サイズの患者用容器を選択することを特徴とする分注装置。
【請求項２】
　患者用容器をサイズ別に整列して配置可能な容器供給部を、さらに備え、
　前記容器供給部は、
　　同一サイズの患者用容器を整列させた状態で保持する複数のガイド部材と、
　　前記患者用容器を分注位置に位置きめする位置決め部材と、
を備えることを特徴とする請求項１に記載の分注装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、前記課題を解決するための手段として、
　分注装置を、
　薬液が種類別に収容される複数の薬瓶が配置される薬液供給部と、
　前記薬液供給部の薬瓶から薬液を吸引して、患者用容器に分注するノズルを有する分注
部と、
　サイズの異なる患者用容器別に収容可能な薬液の収容量を記憶する記憶手段と、
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　処方データから、ある薬液の処方量を抽出し、前記記憶手段に記憶した容量から適切な
サイズの患者用容器を選択する容器選択手段と、
を備え、
　前記容器選択手段は、前記処方量が、前記記憶手段に記憶した最大サイズの患者用容器
の収容量を超える場合、処方量を分割して分割処方量を算出し、算出された分割処方量に
基づいて収容可能な適正サイズの患者用容器を選択するようにしたものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この構成により、位置決め部材によって患者用容器を位置決めすることにより、分注を
適切に行うことができる。また、分注可能な患者用容器を自動的に選択することができる
だけでなく、最大サイズの患者用容器に分注できない量の薬液が処方された場合であって
も、自動的に複数の患者用容器に分割して分注することができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　患者用容器をサイズ別に整列して配置可能な容器供給部を、さらに備え、
　前記容器供給部は、
　　同一サイズの患者用容器を整列させた状態で保持する複数のガイド部材と、
　　前記患者用容器を分注位置に位置きめする位置決め部材と、
を備えるのが好ましい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明によれば、最大サイズの患者用容器に分注できない量の薬液が処方された場合で
あっても、自動的に複数の患者用容器に分割して分注することができる。
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